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第１章 経営戦略策定の目的 

 桑折町水道事業は、昭和 28 年 2 月に創設認可を取得し、昭和 30 年 3 月に給水を開始し

ました。その後、水需要の増加に対応するために４回の拡張事業を行い、安全で安定した

水道水の供給に努めてきました。 

 さらに、水道事業は、料金収入をもって経営を行う独立採算制を基本原則としながら、

住民生活に必要不可欠なライフラインとしての役割を果たしており、今後も安定的な経営

を図り水道水を供給していくことが必要です。 

 このような中、サービスの提供に必要な水道施設等が老朽化していることや、人口減少

に伴う料金収入の減少などの課題に対応するため、更には、総合計画に掲げる「安全安心

で住みやすい 生活環境の構築」の実現のため、今後の水道事業の中長期的な経営計画を明

確にすることで、将来に向けて安定的で持続可能な経営、収支の均衡を図るために本経営

戦略を策定するものです。 

 

第２章 計画期間 

 本経営戦略の計画は、平成 31 年度から平成 40 年度の 10 年間とします。 

 なお、経営状況等の変化に対応するため、毎年度進捗管理（モニタリング）を行うとと

もに、3 年ごとに見直し（ローリング）を行い、短期的な財政計画としても活用していけ

るものとします。見直しに当たっては、本戦略の投資・財政計画の試算と実績との乖離及

びその原因を分析し、その結果を企業経営に反映させるＰＤＣＡ（計画・実施・検証・見

直し）サイクルを導入します。 

 

第３章 水道事業の現状と将来環境 

 １．水需要の状況 

 （１）給水人口と有収水量の推移 
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 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 

給水人口(人) 11,816 11,677 11,425 11,370 11,131 11,058 10,985 10,913 

有収水量(千㎥) 1,222 1,237 1,228 1,189 1,181 1,179 1,181 1,183 

 

 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

給水人口(人) 10,809 10,706 10,605 10,504 10,404 10,310 10,216 10,124 

有収水量(千㎥) 1,170 1,158 1,146 1,134 1,122 1,111 1,099 1,088 

 

 給水人口は、桑折町人口ビジョンにおける人口将来展望を基に算出しており、年々減少

傾向にあります。平成 29 年度は 11,131 人ですが、平成 40 年度には約 9.1％減少の 10,124

人と見込まれます。 

 また、有収水量については、今後予定されている大口使用者の施設増設予定などを考慮

し推計しました。平成 29 年度は 1,181 千㎥ですが、平成 40 年度には約 6.4％減少の 1,105

千㎥と見込まれます。（※有収率については 85.0％に設定） 

 

 

 （２）水道使用の状況（平成 29 年度） 

 

   ＜用途別件数＞ 

 

 

    主に家庭用が 3,998件で全体の90.3％を占めており、次に営業用 225件（5.1％）

と続いています。 
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   ＜用途別使用水量＞ 

 

 
    主に家庭用が 846 千㎥で全体の 71.6％を占めており、次に工場用 147 千㎥

（12.5％）、営業用 94 千㎥（8.0％）と続いています。 

 

 

 

   ＜用途別給水収益（税込み）＞ 

 

 
    主に家庭用が 229,906 千円で全体の 69.3％を占めており、次に工場用 42,001 千

円（12.7％）、営業用 28,988 千円（8.7％）と続いています。 

 

家庭用 846千㎥

71.6%

営業用 94千㎥

8.0%

工場用 147㎥
12.5%

公共用 83㎥
7.0%

その他 11㎥
0.9%

用途別使用水量の割合

家庭用 229,906千円

69.3%

営業用 28,988千円

8.7%

工場用 42,001千円

12.7%

公共用 26,727千円

8.0%
その他 4,244千円

1.3%

用途別給水収益の割合

 3 



 
 

 ２．水道施設や管路の状況 

 （１）内之馬場浄水場 

   現在の内之馬場浄水場は、第４次拡張事業において平成１５年に整備されたもので、

建築から１５年近くが過ぎており、各種機器類の更新を計画的に行っていかなければ

なりません。なお、産ケ沢川の表流水を水源としており、今後とも安定した取水及び

浄水に取り組んでいく必要があります。 

 

 （２）その他施設（配水施設等） 

浄水場以外の配水池、ポンプ場、調整池などの水道施設に関しては、老朽化が進ん

でいるものが多いため、個々の施設の現状を把握し、予防保全による計画的な維持修

繕を行っていく必要があります。 

 

 （３）管路 

   管路の整備状況については、導水管 1.9km、送水管 7.9km、配水管 109.6km となって

おり、管路の総延長は 119.4km です。なお、40 年を超える老朽管については、導水管

1.0km、送水管 0km、配水管 17.8km となっており、管路の重要度や優先度、漏水状況

などを勘案し、計画的な布設替えを行っていく必要があります。 

 

 

 ３．経営の状況 

 （１）給水収益の推移 

 

   給水収益は、平成 22 年度の 353,111 千円をピークに、平成 23 年度は東日本大震災

及び原発事故の影響により 309,543 千円と大幅に減少しました。その後、平成 26 年度

までは回復傾向に転じましたが、平成 27 年度以降は給水人口の減少に比例し、給水収

益も減少傾向にあります。なお、平成 32 年度以降、大口利用者の施設増設に伴う本格

稼働の影響を予測に入れ、計画最終年度である平成 40 年度の給水収益は、277,691 千

円と見込んでいます。 
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 （２）経常収益の推移 

 

   経常収益は、その年の施設や管路の修繕などにより大きく変わります。平成 31 年度

から平成 34 年度にかけては、内之馬場浄水場の各種機器類の更新を計画しているため、

この間の経常収益は 15,000 千円から 20,000 千円程度と見込んでいます。 

   なお、各配水池、ポンプ場、調整池等の施設や、管路についても毎年計画的な維持

修繕に取り組んでいきます。 

 

 （３）当年度純利益の推移 

 

   当年度純利益は、特別な事情がない限り経常収益とほぼ同じ推移となります。しか

し、平成 37 年度は旧内之馬場浄水場解体撤去工事費 35,000 千円を特別損失として計

上するため、当該年度の純利益は 217 千円と見込んでいます。なお、旧内之馬場浄水

場解体撤去の工事費用に充てるため、平成 31 年度から平成 36 年度の繰越利益剰余金

は、毎年 5,000 千円ずつ上乗せし繰り越していきます。 
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 （４）繰越利益剰余金の推移 

 

   繰越利益剰余金は、毎年 50,000 千円程度を見込んでいます。しかし、前述のとおり

平成 37 年度に旧内之馬場浄水場解体撤去工事を予定しており、繰越利益剰余金を当該

工事費用に充てるため、平成 31 年度から平成 36 年度においては毎年 5,000 千円ずつ

上乗せし、剰余金を繰り越していきます。 

 

 （５）内部留保資金残高の推移 

 

   内部留保資金残高は、主に減債積立金と建設改良積立金の年度末残高となります。

今後の老朽管路や重要管路の更新計画に伴い、平成 31 年度末の残高 345,713 千円をピ

ークに、内部留保資金残高は年々減少していくことが予測されます。なお、平成 40 年

度末の残高は、198,852 千円と見込んでいます。 
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予測 

 （６）経費回収率の推移 

 
   経費回収率は、水道水１㎥を給水するために必要な費用を水道料金において賄えて

いるかを示す指標です。平成 23 年度は東日本大震災及び原発事故の影響により

95.57％に低下しましたが、平成 27 年度には 100％を上回る状況に回復しました。な

お、計画期間の前半は、浄水場施設の各種機器類の更新等の影響により、平成 31 年度

には 100.54％に低下しますが、その後上昇に推移し計画期間の最終年度の平成 40 年

度は 107.55％と見込んでいます。 

 

 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

供給単価(円) 236.55 250.89 255.15 257.35 257.56 257.79 258.44 258.88 259.44 260.22 

給水原価(円) 239.01 247.88 223.57 269.28 245.28 260.72 261.63 249.86 235.70 242.45 

経費回収率(％) 98.97 101.21 114.13 95.57 105.01 98.88 98.78 103.61 110.07 107.33 

  

 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

供給単価(円) 255.23 255.23 255.23 255.23 255.23 255.23 255.23 255.23 255.23 255.23 255.23 

給水原価(円) 247.03 253.86 246.31 247.45 249.03 242.49 239.33 235.49 236.36 236.36 237.32 

経費回収率(％) 103.32 100.54 103.62 103.14 102.49 105.25 106.64 108.38 107.98 107.98 107.55 

  ※経費回収率 ＝ 供給単価 ÷ 給水原価 × 100 

  ※供給単価 … 使用者が負担する水道水１㎥当たりの単価 

  ※給水原価 … 水道水１㎥を給水するのに必要な費用 
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 （７）企業債残高の推移 

 

   企業債償還については、近年新しく起債したものはなく、第４次拡張事業の際に借

入れたものを返済している状況です。平成 20 年度末に約 18 億 9,100 万円あった企業

債残高は、年々減少していき、平成40年度末には約3億7,700万円となる見通しです。 

   今後、老朽化した施設や管路の更新に費用が必要となりますが、将来世代が過重な

負担を強いることのないように、企業債発行には頼らないことを基本方針に、また建

設改良積立金とのバランスを取り事業を進めていきます。 

 

 

第４章 経営の基本方針 

  今後、給水人口の減少に伴い有収水量が減少し、料金収入も減少すると見込まれる中

で、「将来にわたって安全で安心な良質の水を安定的に供給する。」ため、限られた資

産や財源をより有効に活用しながら、経営の合理化・効率化をさらに推進し、持続可能

な経営基盤の確立を目指していきます。 

 

 １．水道料金 

   水道料金改定については、直ちに行わなくてはならない状況ではありませんので、

この計画期間中に消費税率の改正以外の料金改定は行わず、現行の料金体系を維持し

ていくことを基本とし事業運営を進めていきます。 

 

 ２．企業債（起債） 

   今後、老朽化した施設や管路の更新に費用が必要となりますが、将来世代が過重な

負担を強いることのないように、新たな企業債の発行は行わないことを基本とします。 
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 ３．水道施設の維持管理 

   老朽化が進んでいる水道施設が多いため、個々の施設の現状を把握し、予防保全に

よる計画的な維持修繕に努めていきます。また、過大な設備投資とならないようにす

ることを基本とします。 

 

 ４．漏水対策 

   管路の重要度や優先度、漏水状況などを勘案し、計画的な老朽管路の布設替えを行

っていきます。また、定期的な漏水調査を実施し、漏水の監視を強化することにより、

無効水量を削減し有収率の向上に努めます。 

 

 

第５章 投資・財政計画（収支計画） 

  計画期間中に純損益が赤字になることはなく、投資費用については内部留保資金、利

益剰余金の取崩しで賄える見込みです。 

 

 １．投資について 

   管路、水道施設ともに老朽化が進んでいます。建設改良・維持修繕計画に基づき、

計画期間の前期から中期にかけては、内之馬場浄水場の各種機器類の更新、及び旧内

之馬場浄水場解体撤去工事を行っていきます。さらに計画期間の中期から後期にかけ

ては、今後の安定給水にむけて、平沢受水池から内之馬場配水池までの管路の強化を

行います。 

   なお、老朽管路の布設替え、及び各配水池、ポンプ場、調整池等の水道施設の維持

修繕については計画的に実施していきます。 

 

 ２．財源について 

   財源の主なものは、水道料金収入になります。料金収入は、 

  有収水量(予定配水量×85％(有収率)) × 供給単価(直近 10 年間の平均 255.23 円)で

予測しました。なお、計画期間内の水道料金改定、企業債発行は行わない見通しです。 

 

 ３．投資以外の経費について 

  職員給与費：直近５年間の平均値を基に算定。 

  動 力 費：直近５年間の平均値を基に算定。 

  修 繕 費：施設等の維持修繕計画に基づき算定。 

  受 水 費：各年度の配水量予測に基づき算定。 

  減価償却費：現在の減価償却費予定額に、新たな建設改良で取得する資産の法定耐用

年数を 40 年と仮定し加えていくことで算定。 

 

 以上を踏まえた投資・財政計画（収支計画）は次のとおりです。 
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